
バウドン エリ (家族宿舎)  

中国(新疆ウルムチ市) 

千葉大学人文社会科学研究科 公共研究専攻 
 

専攻科目の選考理由と将来の目標について 

私はウイグル自治区の大学を卒業してから政府管轄の

機関で勤め、約一年間の勤務後にやはり何かが自分には

足りないと感じ、将来への夢を抱き、この日本への留学
を決めた。 

私が日本に留学してきて国際経済学を選んだ理由は、

大学での４年間の行政管理兼社会主義経済学を学び、そ
して新規社員時代に日本経営や行政管理システムが、中

国はもとよりウイグル自治区にさえ導入し始めたことで

ある。真の日本の行政管理システム、特に資本主義経済
についてもっと研究したい、将来ウイグル自治区で資本

主義経済が分かる経済学者としてウイグル自治区の経済

発展に貢献したいという思いだった。そして、2000 年 4
月に、ウルムチ空港で両親の「私の家までの帰り道が短

いけれど、あなたの留学の道は果てしなく長いのよ」と

いう意味深い言葉を身に沁みて感じ、日本という国へ自
分の希望を叶わせるためにやって来た。 

飛行機を降り立って成田国際空港を出た瞬間に、満目

の緑色、ゴミひとつない道路、澄み渡った青空、新鮮な
空気、礼儀正しい人々の優しい笑顔…..私にとってそれ

らがすべて成功への兆しだった。しかし、日本社会で生

活をしていく内に、厳しい現実に直面することになった。  
日本語学校の一年間に日々日本語の勉強、アルバイト、

大学院への受験勉強等に追われ、全く余裕のない生活を

送り続けた。こうして家族を離れ、異国他郷に身を置き、
初めて家の大切さを感じるようになったが「どんな時で

も将来への夢を諦めてはいけない」と、ある先生からの

励ましの言葉、「勤勉な努力をすれば、必ず報いられる」
バイト先の店長からの激励などを思い出して、自分の努

力の源としたのです。そして、日本で資本主義経済をゼ

ロから勉強したいという強い思いが学部生から再スター
トさせた。4 年間の努力を経て千葉大学の大学院に入学

することができた。この四年間で分かったことは、生活

の中では、すべて順風満帆ではなく、苦境に陥っても焦
らず、諦めず、すべてが努力と継続を積み重ねるという

ことでした。その中から時に何を考え、何を学んだかと

いうとやはり、生きる喜びを噛み締めるために挑戦を止
めない魂であり、目標を実現するためにあらゆる困難と

闘い抜く情熱を持つことでした。 

今まで日本社会は資本主義と言いながら実際日本全国
どこへ行ってもあまり格差が見られない政策を実施して

きた。その政策のお陰で日本は世界の最も豊かで、格差 

 
 

 

 
   

  

  
 

が最も小さい国になった。しかし、この豊かな環境の中
で人間の惰性がだんだん現れてきたように思う。私は一

部の大学生から「私は別に何もしなくてもすんなりと生

きていける」と聞いたことがある。そうすると、人間の
働き、物事に挑戦する意欲がなくなっていく為、社会全

体の活力を失っていくのは当然のことであるのではない

でしょうか。即ち、社会悪平等をやめて、人々の個性を
生かし、実力主義で競争をさせるのです。激しい競争の

中で、新しいものを次々に創造していくことができる。 

一方、中国はちょうど逆の状況にある。社会主義であ
りながら実質的に市場経済政策を実施している。特に、

鄧小平氏の改革開放政策が実施されて以来、社会の活力

が著しく進み、急速な発展を遂げてきた。しかし、現在
地域格差の拡大が社会不安の一因になった。中国政府は

この点に気づき、西部大開発等の政策で地域格差を縮め

ようとしている。だが、従来の悪平等に戻るわけにはい
かない。社会全体の活性化を考慮しながら格差を縮小す

るしかない。その点では現行の日本の政策が参考になる

と思われる。「失われた10 年」と言われる現在の日本社
会では、こうしたベンチャー起業精神は経済回復や更な

る発展の原動力になると思う。大手会社の改革はどんど

ん進み、「柔軟で風通しのいい個人本位の経済社会」に
も変わりつつある。「夢」と「志」を持つ人の起業もだ

んだん多くなっている。起業精神が盛り上がれば、高い

技術力を持つ日本社会はいつか必ず回復し、更なる発展
を遂げると私は固く信じている。 

また、自分自身もたとえ時代・国が違っても、いつま

でも絶えず困難と戦いながら、物事に拘りなく新しいも
のに挑戦していく精神が必要だと再認識させられた。こ

れからも自分の夢に向かい、自分の選んだ道を信念を持

ってしっかりと歩み、最大限の努力とチャレンジをし、
新しい人生を切り開きたいと考えている。 

故に、本来二年間の修士課程を優秀な成績で卒業して、

完璧な経済学者になるために博士課程まで行くつもりだ
ったが、昨年の３月に子供が生まれたことによる経済的

な問題の下では、勉強時間よりもアルバイトの時間がオ

ーバーしてしまう見込みが強いので、今年の２月から就
職活動をすることを決定した。出来れば日本で学んだ知

識を活かして、日中（新疆ウイグル自治区）間の架け橋

的な役割を遂げる仕事につくことができたら、これより
大きな喜びはないと思っている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

張 瀟（奨学生）   中国（上海市） 

早稲田大学 商学研究科 
       マーケティング専攻  

 

ゴミから見る二つの国の違い 

日本に来てから、初めて一人暮らしが始まり、すべて
の家事を自分でやるようになりました。その中で一番気

になったのがゴミを分別することです。市役所からゴミ

に関するパンフレットをもらったときビックリしました。 
ゴミを細かく分類し、指定のゴミ袋に入れて指定の時

間帯に捨てなければならない。そして、ペットボトル等

を必ず洗って、きれいに整えてから出します。ゴミ袋も
自分で買わなければならないです。中国ではゴミを分類

しないで、好きな時間に捨てればいいので、日本のよう

にゴミに時間とお金をかけることがとても信じられませ
んでした。だから、最初ゴミを捨てることが少しストレ

スに感じました。 

日本人の生活を注意して見てみると、ゴミを丁寧に処
理することが分かりました。主婦たちはどんなに忙しく

ても汚れる容器を洗ってから捨てます。ゴミ回収場には

ゴミ袋がきれいに並んでいます。街ではポイ捨てする人
がいないし、ペットの糞まで拾って家に持ち帰ります。 
 

 

 

ソー・パイン(会館生)  ミャンマー(ヤンゴン市) 

       敬愛大学 国際学部 

国際コミュニケーション学科 
 

私の将来                                  

私は 14歳頃母に連れられて瞑想サンタに行き、「人の

精神」についてとても感動した事がきっかけでそれを習

いたいと思いました。だからこそ、私はミャンマーの大
学で心理学を 4 年間勉強しました。今も、敬愛大学で国

際コミュニケーション学科の 1年生として勉強していま

す。 
1 年 7 ヶ月間日本で生活している中で、驚かされる日

本のニュースがよく私の耳に飛びこんで来ます。それは、

自殺や、親が子供を殺したとか、兄が姉を殺し切断した
などの事件です。こういう話を聞くと言葉で表せないほ

ど恐くて悲しい感じがします。人の命は短いのにどうし

てあんな酷いことをやってしまうのか考えてみまし
た。            

思いやりの精神を誰でも心の中で育てているはずだが、

問題は起きてしまいます。なぜなら、平常心を保つのは
難しいから、怒ると何にも見えなくなり、普段ある思い

やりはなくなり、理性を失い人を殺すなどというひどい

ことをしてしまいます。それは自分を見失ってしまうか
らだと思います。          

 

 

 

中国のゴミがよく見られる街や、臭くて虫が回ってい

るゴミ回収場と比べると、とても清潔なので感心しまし
た。 

ゴミ処理という日常のことから、日本人の『他人のた

め、周りの環境への優しい心配り』が感じられます。そ
して、地球の環境が悪化している今、地球、人類、後世

の人々への配慮もして、社会責任をしっかりとっていま

す。しかし、ほとんどの中国人はこの点を考えることも
ありません。自分の一時的な便利さと利益しか見ていま

せん。中国４千年の歴史の中で、他人への心配りはずっ

と美徳として謳歌されたが、近代の戦争、文化大革命と
生活の貧乏さで人々がこの美徳を失い、非常に残念です。     

現代中国は経済発展を第一の目標にして、国民の生活

を豊かにしながら、心の豊かさも欠けてはいけません。
将来、私は中国に帰って、必ず環境を大切にすることを

中国人に伝えようと考えています。 
 

 

 

 

「色々な感覚は指をパチンと鳴らすほんの短い時間に 

出たり消えたりを繰り返す」とブッタがおっしゃってい 
ます。人は普段の生活が忙しくて気がついていないと思 

うが、瞑想をやってみたら数え切れないほどの感覚が 

出たり消えたりするのがわかりました。バラバラの感覚
が段々一つになり集中でき、最後に無の境地になるのは

難しいが、いつも集中したら怒る時の感覚、楽しい時の

感覚など色々な感覚が分かって、何か起こる前にコント
ロールする事ができると思います。もっともっと集中力

が高まると安らぎを覚え、金持ちにもならなくてもいい、

何もいらなくなり、いつも穏やかな人になるのだと思い
ます。     

忙しいからこそ、瞑想を一日 5分でもこれからやって

みたらどうだろうか？と言いたいです。    
私は広い世界の人達の事をもっと学んで、みんなの心

を冷静な心に変えてあげるために、瞑想サンタを色々な

国に建てたいので、いつも足を踏み出して頑張ろうとし
ています。それが私の将来の目的です。 

奨学生一泊旅行(南房総)

会館生例会 
役員会 

奨学生例会 

会館生例会 
 

 ＯＳＦ 2008 年度前期行事予定  

5 月 17 日、18 日 

5 月 21 日            
6 月 11 日     

6 月 13 日   

6 月 18 日 
 

 
7 月  6 日 

7 月 15 日 

8 月  5 日～7 日 
8 月 上旬 

9 月 11 日 

9 月 17 日 

会館ＯＢ会(バーベキュー)

奨学生例会 

広島原爆慰霊祭参加 
鴨川海水浴 

奨学生例会 

会館生例会 


